
1.夏期の試験及び供試体取扱い方法

フロ－

試験機器の温度上昇を防ぐ措置を講ずる

各ＪＩＳ規格による試験

試験器材一式

できる限り直射日光及び外気の影響を受けないような場所を選択する

条件に見合う試験場所を現場担当者と協議して試験器材を設置する

供試体作製

上面の養生（ラップ・キャップ等で水分の蒸発を防ぐ）

静置
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１６時間以上３日以内で型枠を取り外し所定の養生を行う

20±10℃ 日陰 日陰

20±2℃以内
養生中の温度を記録

運搬

激しい衝撃を与えない、直射日光を
避ける等の措置を講ずる


